
セメントミルクの使用状況を確認する方法

データ流用等が判明した物件 360件中 →流量計データの流用件数144件

先行的な調査対象については、速や
かに、残りのものについても12月中に
目途をつける

建物の状況による
安全性の確認

調査対象 ○地方公共団体の調査等により 11/13 までにデータ流用等が明らかになった物件
○横浜市のマンションの担当者の関与物件 計 82件中27件 (うち14は流量計のみ)

先行的な
調査の対象

杭工事用セメントの搬入・使用状況の調査

結果
報告

施設管理者等が、特定行政庁に調査
結果を報告。
特定行政庁は、調査結果の妥当性を
判断（必要に応じ国土交通省も協力）。

施設管理者等（建築部局の技術職員
等）又は特定行政庁が、対象建築物の
現地確認を行い、傾斜、ひび割れ等の
不具合がないかチェック。

施設管理者、工事施工者等が、以下のいずれかの方法で調査

【Ａ】 写真・台帳等の記録、工事発注者による立会により、データ流用の
あった杭についても、施工計画上必要なセメント量に従った使用がなさ
れていることを確認。

【Ｂ】 データ流用等のあった杭工事に係るセメントの入荷量の総量が施工
計画上必要なセメント量の総量を上回ることを確認。

上記の
確認・調査で
問題有の場合 ・流用原因等の詳細ヒアリング

・構造安全性検証、コア抜き等安全確認調査

特に注意を要する以下のケースについて、工事施工者等
による傾斜、ひび割れ等の経過観察を求める。
・ データ流用杭の比率、本数が特に大きい場合（過半又は

30本以上）
・ アスペクト比（建物の幅と高さの比）が４以上の建物

上記の
確認・調査で
問題無の場合



セメントミルク関連の仕組みについて

セメントミルク調合プラントの特徴

・搬入されたセメントはすべてサイロに注入され、工事中の搬入量は納入書等により確認可能
・サイロよりミキサーに送られ、水セメント比が一定となるよう混練される
・以前は、一回当たりの混練分量（バッチ）の数で注入量を管理。現在は流量計による管理が一般的。
・混練されたセメントミルクは硬化前に根固め部に注入することが必要
・仮に余った場合には、産廃処分に係る費用が嵩むため、通常は、最終セメント残量が３ｔ以下等一定水準以下
となるよう管理
・プラントは本体工事着手までに通常は撤去

現場に搬入されたセメントは原則として、すべて杭のために使用されたとみなすことが相当

根固め部の強度

・適切に調合された根固め液（セメントミルク）が所定量根固め部に注入されることが必要
・ただし、所定量を多少下回った場合であっても、支持層未達のような急激な耐力低下をもたらすことはない

コア抜き等安全確認調査の課題

・根固め部コア抜き等の破壊検査は調査可能箇所（杭上部に柱・梁がないこと）や工法（中空杭であること）が
限られる
・調査箇所・方法によっては建築物に悪影響を及ぼしかねない



セメントミルクの使用状況が確認された事例【類型Ｂ】

入荷セメント量の総量が施工計画上必要なセメント量
の総量を上回ることが確認できる。
（入荷セメント量の総量：63,730kg ＞施工計画上

必要なセメント量の総量：63,140kg）

全杭数：21本
流用のあった杭数：2本（流量計）
杭径：φ600､φ700
杭長：39m×1本、40m×20本
工法：DYNAWING工法
支持層：細砂層

当日入荷セメント量は､納品書
より確認することができる。

施工計画書､または､流用の無かった杭との比較により､杭径毎に
必要となるセメント量を確認することができる。

Φ600  ：2,700kg Φ7060：2,700kg（上杭φ700､下杭600）
Φ700  ：3,620kg Φ8070：3,620kg（上杭φ800､下杭700）

【セメントミルク受け払い表】

(2本のうち1本が流用）

：流用のあった杭

試験杭時の､写真等
の施工記録より､流
量計の値が正しいこ
とが確認出来る
(流用は2本の内1本)

流量計データから､当
日使用量が正しいこ
とを確認出来る

：流用なかった杭

施工計画上必要なセメント量の総計入荷累計


